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バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
鍋
で

冬
の
観
光
活
性
化
を
図
る
第
６

回「
飯
能
・
日
高
鍋
ま
つ
り
in

巾
着
田
」が
16
日
、
日
高
市
の

巾
着
田
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

日
は
降
雨
に
見
舞
わ
れ
、
昨
年

に
比
べ
来
場
者
数
は
大
幅
に

減
っ
た
が
、
市
内
外
か
ら
約

３
２
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
、

飯
能
・
日
高
の
ご
当
地
グ
ル

メ
と
し
て
知
ら
れ
る「
飯
能
す

い
ー
と
ん
」「
高
麗
鍋
」を
は
じ

め
20
種
類
の
鍋
を
楽
し
ん
だ
。

主
催
の
飯
能
市
・
日
高
市
賑

わ
い
創
出
連
携
事
業
協
議
会

（
古
島
照
夫
会
長
）は
、飯
能
市
、

日
高
市
、
奥
む
さ
し
飯
能
観
光

協
会
、
日
高
市
観
光
協
会
、
飯

能
商
工
会
議
所
、
日
高
市
商
工

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
情
熱
塾
、
高

麗
郷‘
Ｓ
で
構
成
さ
れ
、
両
市

の
観
光
活
性
化
を
目
的
に
活

動
。
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
た

鍋
ま
つ
り
は
、
観
光
客
の
減
少

す
る
冬
季
に
ご
当
地
鍋
で
集
客

を
図
り
、
飯
能
・
日
高
を
散
策

し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
27
年

か
ら
巾
着
田
を
会
場
に
開
催
し

て
い
る
。

こ
の
日
は
午
前
10
時
の
開
会

か
ら
１
時
間
ほ
ど
雨
に
見
舞
わ

れ
た
が
、天
候
は
次
第
に
回
復
。

開
会
式
で
は
同
協
議
会
の
古
島

会
長
、谷
ケ
﨑
照
雄
日
高
市
長
、

大
久
保
勝
飯
能
市
長
が
挨
拶
に

立
ち
、「
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
っ
た
が
、
20
種
類
の
鍋
を
お

腹
一
杯
食
べ
て
頂
き
、
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
」な
ど
と
参
加
者

を
歓
迎
、
飯
能
・
日
高
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

会
場
に
は
、
飯
能
か
ら
飯
能

す
い
ー
と
ん
、
し
し
肉
鍋
、
発

酵
美
人
鍋
、
は
ん
じ
ょ
う
鍋
、

も
つ
煮
こ
み
、
き
の
こ
鍋
、
ボ

ル
シ
チ
、
つ
く
ね
野
菜
汁
、
チ

キ
ン
ス
ー
プ
な
ど
10
店
舗
、
日

高
か
ら
は
キ
ム
チ
や
地
場
野

菜
、
高
麗
人
参
を
使
っ
た
高
麗

鍋
を
ベ
ー
ス
に
、
う
ど
ん
、
豆

腐
、
カ
レ
ー
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
10
店
舗
が
出
店
。

鍋
は
全
て
１
杯
４
０
０
円
で

販
売
さ
れ
、
テ
ン
ト
前
に
は
来

場
者
が
列
を
作
り
、
多
彩
な

鍋
の
食
べ
比
べ
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て「
飯

能
市
・
日
高
市
・
西
武
鉄
道
合

同
ウ
ォ
ー
ク
」が
行
わ
れ
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
飯
能
駅

を
ス
タ
ー
ト
し
て
加
治
神
社
、

高
麗
峠
を
経
て
会
場
に
到
着
し

た
。鍋

ま
つ
り
に
初
め
て
訪
れ
た

と
い
う
飯
能
市
在
住
の
柏
原
伸

也
さ
ん（
27
）と
横
浜
市
在
住
の

谷
川
ゆ
り
か
さ
ん（
24
）は
４
種

類
の
鍋
を
食
べ
比
べ
、「
飯
能

す
い
ー
と
ん
は
団
子
の
中
か
ら

色
々
な
具
が
出
て
来
て
、
楽
し

み
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
し
肉
鍋
は
肉
が
と
て
も

軟
ら
か
か
っ
た
」「
高
麗
鍋
も

色
々
な
ア
レ
ン
ジ
が
あ
っ
て
、

全
部
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

会
場
で
は
味
噌
付
け
ま
ん

じ
ゅ
う
、
狭
山
茶
、
甘
酒
、
だ

ん
ご
な
ど
の
地
場
産
品
販
売
も

行
わ
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ

プ
に
よ
る「
新
春
よ
さ
こ
い
」が

披
露
さ
れ
た（
武
蔵
越
生
高
校

和
太
鼓
部「
青
龍
」の
発
表
は
雨

の
た
め
中
止
）。

ベ
ン
ト
と

し
て
、
シ

ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ

タ
ー
・
文

字
山
愛
さ

ん
の
歌
、

日
高
市
の

「
舞
人
」、

飯
能
市
の

「
よ
さ
こ

い
飯
能
乱

舞
」「
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
白
獅

子
」を
は

じ
め
近
隣

の
よ
さ
こ

い
グ
ル
ー

空
き
家
周
辺
で
緊
急
点
検
を
要

す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
緊
急
時
無
料
巡
回
点
検
を

実
施
。
緊
急
時
の
場
合
も
管
理

レ
ポ
ー
ト
で
空
き
家
の
様
子
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
破
損
や
老
朽
化
し
て
い
る
箇

所
な
ど
作
業
を
通
じ
て
気
付
い

た
点
な
ど
が
所
有
者
に
報
告
さ

れ
る
ほ
か
、
売
買
や
賃
貸
な
ど

空
き
家
の
活
用
に
関
す
る
相
談

に
も
応
じ
て
お
り
、同
社
は「
空

き
家
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
に

つ
い
て
、
日
高
市
で
は「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
空

き
家
の
所
有
者
・
管
理
者
の
責

務
と
し
て
空
き
家
が
管
理
不
十

分
で
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
適
切
な
維
持
管

理
を
行
う
よ
う
定
め
る
と
と
も

に
、
周
辺
住
民
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
緊
急
性

を
認
め
た
場
合
に
は
市
が
緊
急

安
全
措
置
を
施
し
、
要
し
た
費

用
を
所
有
者
か
ら
徴
収
す
る
こ

　

管
理
代
行
を
依
頼
し
た
所
有

者
は
空
き
家
管
理
の
報
告（
レ

ポ
ー
ト
）を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
、
管
理
作
業
の
動
画
や
写
真

を
通
じ
て
空
き
家
の
様
子
を
確

認
す
る
こ
と
が
可
能
。

　

ま
た
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸

水
や
台
風
に
よ
る
被
害
な
ど
、

日
高
市
山
根
の
埼
玉
医
科
大

学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
は
29

日
、「
み
ん
な
で
話
し
合
お
う

Ｅ
ｎ
ｄ

ｏ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
─
人
生
の
最
終
段
階

の
治
療
─
よ
り
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
」と
題
し
て
市
民

公
開
講
座
を
開
催
す
る
。
学
内

の
創
立
30
周
年
記
念
講
堂
ホ
ー

ル
を
会
場
に
、
同
大
学
の
教
授

陣
ら
が
講
師
と
な
り
、
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
る
。

講
座
は
午
後
１
時
半
に
開
会

し
、
市
民
公
開
講
座
部
会
長
を

務
め
る
鈴
木
孝
明
副
院
長
の
挨

拶
の
後
、
同
40
分
に
開
講
。

は
じ
め
に
、「
救
急
医
療
に

お
け
る
看
取
り
と
取
組
み
」と

し
て
救
命
救
急
科
教
授
の
根
本

学
氏
が
講
演
。

続
い
て「
み
ん
な
で
話
し
合

お
う
Ｅ
ｎ
ｄ

ｏ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
」を

テ
ー
マ
に
、
社
会
医

療
法
人
財
団
石
心
会

さ
や
ま
総
合
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
菅
野

壮
太
郎
氏
、
医
療
法

人
社
団
清
心
会
至
聖

病
院
理
事
長
の
高
木

正
人
氏
、
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
齋
木
実

氏
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
近
藤
夏
貴

氏
、
埼
玉
西
部
消
防

局
飯
能
日
高
消
防
署

高
萩
分
署
主
査
・
救

急
救
命
士
の
中
嶋
広

大
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。

休
憩
後
、「“
知
っ
て
ま
す

か
？
人
生
会
議
”～
地
域
で
の

取
組
み
～
」と
題
し
て
医
療
法

人
社
団
恵
幸
会
渡
辺
医
院
院
長

の
渡
辺
雄
幸
氏
の
講
演
が
行
わ

れ
る
。
午
後
４
時
閉
会
。

開
会
に
先
立
ち
、
吉
田
直
矢

さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
河
崎

恵
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る「
心

に
響
く
癒
や
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
」（
正
午
～
１
時
10
分
）が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
会
場
に
は
午
前

11
時
40
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
お
薬
相
談
、
看
護
相
談
、

医
療
福
祉
相
談
、
栄
養
相
談
、

医
療
機
器
体
験
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
体
験

の
各
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

る
。午

前
11
時
45
分
開
場
。
定

員
６
０
０
人
、
参
加
費
無

料
、
予
約
不
要
。
聴
講
希
望
者

は
直
接
会
場
へ
。
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
公
開
講
座
部
会

９
８
４
・
４
６
３
８
へ
。

　

同
社
は
昭
和
47
年
創
業
以

来
、
日
高
市
で
都
市
ガ
ス
事
業

を
展
開
。
社
会
環
境
の
変
化
や

人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様

性
が
進
む
中
、電
気
、リ
フ
ォ
ー

ム
、
生
活
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
手
が
け
る
よ
う
に
な

り
、「
人
と
街
、
今
と
未
来
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
住
民

の
快
適
な
生
活
の
実
現
に
向
け

た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
新
た
に
着
手
し
た
空
き

家
管
理
サ
ー
ビ
ス
も
、
こ
う
し

た
理
念
に
基
づ
く
事
業
の
一

つ
。
不
動
産
・
住
宅
関
連
企
業

が
提
携
す
る
空
き
家
管
理
の
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
日
本
空
き

家
サ
ポ
ー
ト
」に
加
盟
し
、
専

任
の
担
当
者
を
配
置
し
て
空
き

家
管
理
の
代
行
を
行
う
。

　

具
体
的
な
空
き
家
管
理
の
内

容
は
３
つ
の
プ
ラ
ン
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
月
１
回
・
約
30

分
の
巡
回
に
よ
り
屋
外
の
郵
便

受
け
確
認
、
簡
易
清
掃
・
雑
草

除
去
、
建
物
外
部
目
視
点
検
、

庭
木
の
確
認
、
管
理
看
板
の
設

置
を
行
う
必
要
最
小
限
の
プ

ラ
ン「
ラ
イ
ト
」（
月
額
５
０
０
０

円
）。
こ
れ
に
加
え
室
内
の
全
室

換
気
、
通
水
、
防
犯
確
認
、
簡

易
清
掃
、
雨
漏
り
等
の
確
認
を

行
う
月
１
回
・
約
60
分
の「
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」プ
ラ
ン（
月
額
１
万

円
）。
ラ
イ
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
合
わ
せ
室
内
・
室
外
の
巡
回
を

月
２
回
行
う「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ

ラ
ス
」（
月
額
１
万
３
０
０
０
円
）

が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
空
き
家
を
対
象
と
し
た
プ
ラ

ン
も
用
意
し
た
。

　

日
高
市
下
鹿
山
の
日
高
都
市
ガ
ス（
塚
越
二
喜
男
社
長
）は
、
新
規
事
業
と
し
て「
空
き
家
管

理
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
た
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
伴
い
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
管
理
が
滞
っ
て
い
て
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す「
放
置
空
き
家
」が
社
会
問
題
と

な
る
中
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て
空
き
家
を
定
期
的
に
巡
回
し
管
理
を
行
う
も
の
。
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
伴
い
同
社
は
、「
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
よ
り
管
理
不
十
分
な
空
き
家
が
減
る
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
れ
ば
」と
し
て
い
る
。

空
き
家
問
題「
地
域
の
課
題
解
決
に
」

所
有
者
に
代
わ
り
巡
回
・
管
理

空
き
家
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

人
生
最
終
段
階
の
治
療

よ
り
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

第
６
回
飯
能
・
日
高
鍋
ま
つ
り

バラエティー豊かな鍋堪能
雨模様の中、3200人来場

埼玉医大国際医療セで市民公開講座

と
が
で
き
る
な
ど
の
具
体
策
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
事
業
化
し
て
い
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス（
ベ
ン
リ
ー
日
高
）で

は
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア

コ
ン
や
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
の
清
掃
、

庭
の
草
刈
り
、
植
木
の
選
定
、

ハ
チ
の
巣
駆
除
と
い
っ
た
幅
広

い
依
頼
に
応
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
利
用
客
の
間
か
ら
は
、
空

き
家
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要

望
も
増
え
て
い
た
と
い
う
。

　

同
社
の
塚
越
社
長
は
、「
地

域
に
根
付
い
た
ガ
ス
事
業
者
と

し
て
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
形
で
住
ま
い
と
暮

ら
し
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
き
た
。
空
き
家
管
理
に

つ
い
て
も
お
声
を
頂
く
機
会
が

増
え
、
管
理
不
十
分
な
空
き
家

が
減
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題

解
決
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
地
域
の
皆
様
が
安
心

し
て
空
き
家
の
管
理
を
任
せ
る

こ
と
が
で
き
、
喜
ん
で
頂
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
た
い
」と

話
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
日
高
都
市

ガ
ス
９
８
９
・
４
０
４
１
へ
。

使
い
、
女
性
の
口
座
か
ら
３
回

に
渡
り
現
金
48
万
円
を
引
き
出

し
盗
ん
だ
疑
い
。

午
前
９
時
30
分
頃
か
ら
、
女

性
宅
に
市
役
所
職
員
な
ど
を
騙

る
男
ら
か
ら
還
付
金
名
目
の
電

話
が
何
度
か
あ
り
、
10
時
20
分

自
宅
に
や
っ
て
来
た
男
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
１
１
０
番
通

報
が
午
後
12
時
７
分
頃
、
こ
の

女
性
か
ら
あ
り
、
同
署
で
調
べ

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
現
金

が
引
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
女
性
宅
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像

に
、
女
性
宅
に
カ
ー
ド
を
取
り

に
来
た
男
と
服
装
や
特
徴
が
よ

く
似
た
男
が
、
現
金
を
引
き
出

し
て
い
る
姿
が
写
っ
て
い
た
。

特
殊
詐
欺
事
件
の
警
戒
活
動

を
し
て
い
た
同
暑
員
が
午
後
２

時
15
分
頃
、
市
内
路
上
で
特
徴

の
よ
く
似
た
舘
洞
容
疑
者
を
発

見
、
同
暑
に
任
意
同
行
を
求
め

た
所
、
他
人
名
義
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
い
現
金
を
引

き
出
し
た
こ
と
を
認
め
た
た

め
、窃
盗（
払
出
盗
）の
疑
い
で
、

舘
洞
容
疑
者
を
逮
捕
し
た
。

女
性
宅
に
、還
付
金
名
目
で
、

市
職
員
な
ど
を
騙
り
電
話
を
し

て
き
た
男
ら
と
の
関
係
等
を
引

き
続
き
同
署
で
調
べ
て
い
る
。

女
性
は
、
カ
ー
ド
を
取
り
に
来
た

舘
洞
容
疑
者
が
無
言
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
不
審
に
思
い
、
市
役

所
に
確
認
の
電
話
を
入
れ
騙
さ

れ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

し
た
男
逮
捕




